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今号の表紙 
今号の医科歯科百景でも紹介していますが、本学
と湯島聖堂を含むここ湯島は昌平坂学問所の跡
地。卒業生の門出、そして新入生を迎えるこの時期、
仰高門の遠景にはM&Dタワーと桜の共演が望め
ます。
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❷
特集 1 

吉澤靖之学長 ロングインタビュー

学長として歩んできた
6年間の軌跡

❿
特集 2

M&Dデータ科学センターが
オープン

⓬
特集 3 

未来医療開発コンソーシアム
“オール医科歯科” 体制で「未来医療」を拓く

⓮
医療研究 ★ 最前線 未来医療を拓く 
進化するクライオ電子顕微鏡で
これからの創薬研究が加速する

高等研究院 卓越研究部門  藤吉好則 特別栄誉教授

⓰
医療にかける思いを聞く ◎ 医科歯科人 

大学院医歯学総合研究科医歯学専攻
認知行動医学講座 眼科学分野

大野京子 教授

⓲
附属病院訪問

歯学部附属病院   口腔外科外来
⓳

卒業生の今 ◎ 「活躍する医科歯科人」
東京医科歯科大学医学部附属病院検査部  臨床検査技師長

市村直也氏

⓴
医科歯科大生 File ◎ 「自ら問い、自ら導く学生たち」

歯学部 口腔保健学科 口腔保健工学専攻 2年   小山菜水さん

⓴
医科歯科百景

「近代教育発祥の地」碑

学長として
歩んできた

6年間の軌跡

吉
澤
靖
之
学
長

吉澤靖之学長 ロングインタビュー

2014年の学長就任以来、組織改革と意識改革に取り組んで
きた吉澤靖之学長。その6年間にわたる任期を振り返り、
東京医科歯科大学の変革の軌跡と今後の展望について
語ってもらった。

―
―
学
長
就
任
当
時
を
振
り
返
っ
て
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
澤　

２
０
１
４
年
に
学
長
に
就
任
し

た
と
き
の
所
信
表
明
に
も
書
い
た
通

り
、「
己
を
知
れ
ば
邪
心
な
し
」「
積
極

思
考
で
全
力
を
尽
く
す
」の
精
神
で
こ

の
６
年
間
を
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

学
長
と
し
て
、
最
初
に
着
手
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
は
教
職
員
の
意
識
改

革
で
し
た
。
意
識
改
革
を
進
め
る
上
で

重
視
し
て
き
た「
愛
校
心
」は
誤
解
を
受

け
や
す
い
言
葉
で
す
が
、
全
教
職
員
が

将
来
像
を
共
有
し
、
そ
の
将
来
像
に
向

か
っ
て
大
学
の
歴
史
を
一
緒
に
作
っ
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
た
言
葉
で

す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

６
年
間
の
中
で
教
職
員
の
意
識
が
確
か

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

意
識
改
革
と
並
ん
で
注
力
し
て
き
た

組
織
改
革
に
つ
い
て
は
、
学
長
に
就
任

す
る
前
か
ら
そ
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
医
学
部
と
歯
学
部
の
連
携
が

取
れ
て
お
ら
ず
バ
ラ
バ
ラ
に
運
営
し
て21

特集 1
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い
る
こ
と
か
ら
、
人
員
配
置
な
ど
を

見
直
し
、
大
学
と
し
て
一
貫
し
た
方

針
の
下
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

を
作
る
こ
と
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

―
―
早
々
に
学
長
直
下
の
組
織
体
制

を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤　

小
規
模
な
大
学
な
の
で
す
か

ら
、
学
部
や
診
療
科
な
ど
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、大
学
全

体
と
し
て
取
り
組
む
組
織
体
制
を
構

築
す
る
の
が
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
学
長
直
下
の
実
働
部
隊

と
し
て
学
長
企
画
室（
現
学
長
戦
略

企
画
課
）と
、少
し
遅
れ
て
学
長
シ
ン

ク
タ
ン
ク
を
設
置
。
教
育
研
究
組
織

の
見
直
し
や
編
成
を
行
う
た
め
、大
学

情
報
の
一
元
管
理
や
デ
ー
タ
分
析
な

ど
を
行
う
大
学
情
報
連
携（
大
学
Ｉ

Ｒ
）シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的

な
プ
ロ
セ
ス
に
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
己
を
知
れ
ば
邪
心
な
し
」を
貫

き
、
自
分
の
利
益
は
一
切
考
え
ず
に

大
学
と
社
会
の
た
め
に
考
え
た
こ
と

を
徹
底
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

―
―
教
養
教
育
や
入
試
な
ど
、
教
育

全
体
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

吉
澤　

数
々
の
組
織
改
革
の
中
で
も

真
っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
が
教
育
で

す
。
就
任
翌
年
の
２
０
１
５
年
に
統
合

教
育
機
構
を
設
立
し
、
大
学
全
体
の

方
針
の
下
で
教
養
教
育
改
革
、
入
試

改
革
、
大
学
院
改
組
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
本
学
の

教
育
理
念
の
１
つ
で
あ
る「
幅
広
い
教

養
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た
人
間
性

の
涵
養
」の
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

教
養
教
育
に
つ
い
て
は
、外
部
か
ら

教
育
の
専
門
家
も
交
え
た「
教
養
教

育
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」を
設
置
し
、

学
生
が
授
業
を
展
開
す
る
反
転
授

業
、
少
人
数
教
育
、
教
養
教
育
の
英

語
化
な
ど
を
検
討
。
２
０
１
７
年
か

ら
実
際
の
授
業
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

入
試
改
革
で
は
、
一
般
入
試
に
加

え
て
推
薦
入
試
に
よ
る
特
別
選
抜
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
出
身

者
や
帰
国
子
女
に
合
格
の
チ
ャ
ン
ス

を
拡
大
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

近
年
、
本
学
に
合
格
す
る
学
生
が
首

学長として歩んできた6年間の軌跡
特集 1  吉澤靖之学長 ロングインタビュー

都
圏
の
高
校
出
身
者
ば
か
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
す
。

東
京
外
国
語
大
学
と
連
携
し
て
、
多

面
的
・
総
合
的
な
能
力
を
評
価
す
る

選
抜
手
法
を
開
発
。
入
試
に
お
け
る

文
理
融
合
問
題
の
作
成
や
相
互
派
遣

な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

―
―
大
学
院
の
改
組
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

吉
澤　

大
学
院
改
組
に
つ
い
て
は
、

早
く
か
ら
Ｉｏ
Ｔ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
系
を
意
識
し

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
７

年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
で
ス
タ
ー

ト
し
た「
デ
ー
タ
関
連
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
と
医
学
の
両
方
に
精
通
し
た
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

そ
の
後
の「
医
療
・
創
薬
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」形
成

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
保
健
衛
生
学

研
究
科
生
体
検
査
科
学
専
攻
を
医
歯

学
総
合
研
究
科
に
統
合
す
る
な
ど
、

新
た
な
医
歯
学
総
合
研
究
科
を
設
置

制
の
拡
大
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
学
全
体
の
研
究
力
、
教
育
力
を
強

化
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
領
域
制

で
し
た
が
、
医
科
と
歯
科
そ
れ
ぞ
れ

に
生
化
学
教
室
が
あ
る
な
ど
、
統
合

が
十
分
で
は
な
い
状
況
の
改
善
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科
の
基
礎
系
研
究
の
中
で
研
究
領

域
が
近
い
分
野
を
選
び
、
２
０
１
６

年
４
月
か
ら
新
た
な
15
領
域
を
導

入
。
一
例
と
し
て
病
理
学
領
域
を
挙

げ
る
と
、
人
体
病
理
学
、
包
括
病
理

学
、
診
断
病
理
学
、
口
腔
病
理
学
、

口
腔
病
態
診
断
科
学
、
分
子
病
態
検

査
学
と
、
医
科
と
歯
科
両
方
の
病
理

学
関
連
分
野
が
集
ま
っ
て
構
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
臨
床
系
研
究
分

野
で
も
13
領
域
を
導
入
し
、
現
在
は

基
礎
臨
床
の
31
領
域
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

領
域
制
の
拡
大
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
重
点
研
究
分
野
を
さ
ら
に

推
進
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
先

端
医
歯
工
学
創
成
研
究
部
門
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
思
い
が
進
化
し
て

設
置
さ
れ
た
創
生
医
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
、
未
来
医
療
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
、間
も
な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
難
病

克
服
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
国
内
外
の

研
究
者
や
企
業
と
連
携
し
て
基
礎
か

ら
実
用
化
研
究
ま
で
を
進
め
る
最
先

端
の
国
際
研
究
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
広
い
視
野
で

全
学
の
研
究
・
産
学
官
を
統
括
す
る

た
め
の
組
織
と
し
て
統
合
研
究
機
構

を
設
置
。
学
内
に
点
在
す
る
研
究
設

備
の
集
約
化
、
他
大
学
と
の
設
備
共

有
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
を

推
進
し
、
研
究
力
を
向
上
さ
せ
る
体

制
と
仕
組
み
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
若
手
研
究
者
の
育
成
を
は
じ

め
、
優
秀
な
研
究
者
の
招
へ
い
も
重

要
で
す
。

吉
澤　

若
手
研
究
者
の
育
成
を
目
的

と
し
た「
学
長
裁
量
優
秀
若
手
研
究

者
奨
励
賞
」の
創
設
、「
次
世
代
研
究

者
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
」の
発
足
も
、
次

世
代
に
向
け
た
研
究
力
強
化
の
取
り

組
み
の
１
つ
で
す
。

し
、
医
歯
理
工
保
健
学
専
攻（
先
制

医
療
学
コ
ー
ス
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
養
成（
Ｍ
Ｐ
Ｈ
）コ
ー
ス

な
ど
）や
先
制
医
歯
理
工
学
コ
ー
ス

（
臨
床
統
計
・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ

テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
先
進
医
療

デ
バ
イ
ス
Ｉ
ｏ
Ｔ
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

疾
患
生
命
創
薬
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
設
置
し
ま
し
た
。構
想
か
ら
数
年

を
要
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
大
学

院
改
組
が
実
現
し
ま
し
た
。

―
―
統
合
研
究
機
構
を
軸
と
し
て
、

研
究
力
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

吉
澤　

研
究
の
組
織
改
革
は
、
領
域
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教育

研究

2014年度

2015年度

（平成26）

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

●学長シンクタンク設置

●民間資産獲得本部
　(ファンドレーザー )

●ＩＲ室設置

●M&Dデータ科学センター
　設置準備室

●資産活用

●統合機構の整備 →統合教育機構
→統合国際機構

●ガバナンス強化  →統合研究機構*
→統合診療機構
→統合情報機構
→大学IR

入試改革（特別選抜の実施）
データ関連人材育成プログラム
→「医療・創薬データサイエンスコンソーシアム」

大学院改組

JDP（チリ/チュラロンコーン）

ISP2019開催

附属病院一体化

先端歯科診療センター設置

長寿・健康人生推進センター設置

グローバルヘルスリーダー養成コース開設

「未来医療開発コンソーシアム」設置

「創生医学コンソーシアム」設置

OI制度を構築→OI機構設置
高等研究院の設置

デジタル・デンティストリー導入
→「Real Mode Studio」開設

*統合研究機構の設置
 →リサーチコアセンター

「東京都地域医療政策学講座」設置

人事委員会の設置

国際

医療

（平成30）

クロス・アポイントメント制度導入
スポーツサイエンス機構設置
領域性、先端医歯工学創成研究部門設置

学長として歩んできた6年間の軌跡
特集 1  吉澤靖之学長 ロングインタビュー

　

一
方
で
、
現
役
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
で
あ
る
室
伏
広
治
教
授
、
創
生
医

学
研
究
の
第
一
人
者
の
武
部
貴
則
教

授
、
ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
を
開
発

し
た
藤
吉
好
則
特
別
栄
誉
教
授
な

ど
、
各
界
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
招

へ
い
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人

事
戦
略
は
、
２
０
１
４
年
に
導
入
し

た
ク
ロ
ス
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制

度
、
２
０
１
７
年
に
設
置
し
た
人
事

委
員
会
に
よ
り
実
現
に
至
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機

構
の
設
置
な
ど
組
織
対
組
織
の
体
制

で
産
学
連
携
を
推
進
さ
せ
る
仕
組
み

も
活
発
化
し
ま
し
た
。

吉
澤　

統
合
研
究
機
構
で
は
、
基
礎

研
究
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
で
創
出
さ
れ
た
研

究
成
果
を
速
や
か
に
社
会
実
装
す
る

た
め
の
産
学
連
携
に
も
注
力
し
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
管
理
運
営
部

門
お
よ
び
７
つ
の
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ

ト
か
ら
な
る「
リ
サ
ー
チ
コ
ア
セ
ン

産
学
連
携
に
よ
り
生
ま
れ
た
知
的
財

産
を
し
っ
か
り
と
社
会
に
還
元
さ
せ

て
、
そ
の
利
益
で
基
礎
研
究
を
充
実

さ
せ
る
よ
う
な
循
環
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ソ
ニ
ー
、
ニ

コ
ン
、
ヤ
マ
ハ
と
の
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
に
は
さ
ら
に
産
学
連
携
を
推
進
す

る
た
め
の「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」を
構
築
し
、

日
立
製
作
所
、
三
井
物
産
と
い
っ
た

日
本
を
代
表
す
る
企
業
と
産
学
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

実
績
が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
省
の

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

の
整
備
事
業
」に
も
採
択
さ
れ
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
を
設
置

す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
今
ま
で
の
成
果
が
認

め
ら
れ
国
立
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
環
境
強
化
事
業
に
も
採
択
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

―
―
病
院
一
体
化
に
向
け
た
診
療
体

制
の
改
革
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

吉
澤　

診
療
の
改
革
は
、
学
長
就
任

前
に
６
年
間
ほ
ど
医
療
担
当
理
事
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
私
が
、
も
っ

と
も
着
手
し
た
か
っ
た
改
革
と
い
え

ま
す
。

　

ま
ず
、
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学

部
附
属
病
院
の
本
格
的
な
連
携
が
必

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
口
腔
外
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
頭
頸
部
外
科
、
形
成

外
科
に
よ
る
術
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

や
ケ
ー
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
両

病
院
の
病
理
部
門
の
連
携
と
い
っ
た

こ
と
は
、
医
療
担
当
理
事
の
と
き
に

実
施
し
た
こ
と
で
す
。

　

学
長
に
就
任
後
は
、
以
前
か
ら
構

想
し
て
い
た
長
寿
・
健
康
人
生
推
進

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、
歯
学

部
附
属
病
院
の
中
に
先
端
歯
科
診
療

セ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
・デ
ン
テ
ィ
ス
ト

リ
ー
を
進
め
るR

eal M
ode Studio

を
置
く
な
ど
、
徐
々
に
全
学
的
な
診

療
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
７
年
に
統
合
診

療
機
構
を
設
立
し
、
翌
年
に
は
医
学

部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院
を

大
学
附
属
病
院
と
い
う
組
織
体
制
に

改
め
ま
し
た
。
手
続
き
の
面
か
ら
名

称
は
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学

附
属
病
院
と
な
っ
た
こ
と
で
、
病
院

一
体
化
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学

部
附
属
病
院
の
間
に
建
設
さ
れ
る
機

能
強
化
棟
に
は
、
医
学
、
歯
学
両
方

が
使
う
こ
と
の
で
き
る
手
術
室
や
Ｅ

Ｒ
な
ど
が
入
る
予
定
で
す
。

―
―
将
来
に
到
来
す
る
Ａ
Ｉ
時
代
を

見
据
え
た
計
画
も
具
体
的
に
進
ん
で

い
ま
す
ね
。

吉
澤　

診
療
改
革
と
並
行
し
て
進
め

て
き
た
の
が
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
を
含

む
情
報
に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。

２
０
１
４
年
に
設
置
し
た
長
寿
・
健

康
人
生
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
疾
患
バ

イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
収
集
し

た
遺
伝
子
情
報
を
活
用
し
て
予
防
医

学
を
行
う
拠
点
で
す
。
将
来
的
に
医

療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
重
要
に
な
る
こ

と
に
備
え
て
、
一
歩
進
ん
だ
先
制
医

療
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
０
１
７
年
に
設
立
し
た

統
合
情
報
機
構
が
核
と
な
り
、
教
育

改
革
で
も
触
れ
た「
デ
ー
タ
関
連
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
２
０
２
０

年
４
月
オ
ー
プ
ン
の
Ｍ
＆
Ｄ
デ
ー
タ

科
学
セ
ン
タ
ー
へ
と
つ
な
が
る
道
を

切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
道
は
、

将
来
の
開
設
を
目
指
す
メ
デ
ィ
カ
ル

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
ま
で
一
直

線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

―
―
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
も
、

海
外
に
存
在
感
を
示
す
こ
と
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

吉
澤　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
教

育
・
研
究
・
診
療
の
改
革
の
成
果
の

１
つ
に
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で

の
上
位
ラ
ン
ク
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

「
分
野
別
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
２
０
」に
お
い
て
、
臨
床
、

前
臨
床
お
よ
び
健
康
分
野
で
世
界
74

位
、
日
本
３
位
と
な
り
、
英
国
の
ク

ア
ク
ア
レ
リ
・
シ
モ
ン
ズ（
Ｑ
Ｓ
）が

タ
ー
」を
機
構
内
に
設
置
し
、
研
究

成
果
の
事
業
化
・
実
用
化
を
加
速
さ

せ
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
本
学
が
推
進
し
た
の
は

従
来
の
産
学
連
携
の
よ
う
な
研
究
者

個
人
と
企
業
の
一
部
門
と
の
共
同
研

究
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
た
め

に
も
、
大
学
と
企
業
が
組
織
対
組
織

と
し
て
連
携
し
、
基
礎
研
究
、
実
用

化
研
究
、
特
許
を
含
む
社
会
実
装
と

い
う
全
体
を
通
し
た
、
包
括
連
携
協

定
で
取
り
組
む
枠
組
み
が
重
要
な
の

で
す
。　

　

こ
れ
は
法
人
化
し
た
国
立
大
学
の

使
命
で
も
あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

*
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２
０
１
９
年
２
月
に
発
表
し
た「
分

野
別
Ｑ
Ｓ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
歯
科
分
野
で
は
日
本
１
位
、
世
界

10
位
、
医
学
分
野
で
も
日
本
３
位
、

世
界
51
︱
１
０
０
位
と
い
う
高
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
名
を
連

ね
た
こ
と
は
そ
れ
自
体
嬉
し
い
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
に
認
知

度
が
上
が
り
、
国
際
連
携
が
進
め
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
長
年
に
わ

た
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
チ
リ
、

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
吉
澤
学
長

の
下
、
世
代
を
超
え
て
地
球
・
人
類

の「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の
実

現
を
目
指
し
て
指
定
国
立
大
学
法
人

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
そ
の
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
構
成
員
一
人
ひ
と

り
が
自
発
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
ひ
と

つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く「
自
律

と
協
調
」の
組
織
へ
の
転
換
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
組
織
と
文
化
を
作
り

上
げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
①
権
限
と
責
任
の

委
譲
、
②
壁
を
取
り
払
う
こ
と
、
に

注
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
構
造
改
革
だ
け
で
な
く
意
識
改
革

も
重
要
と
な
り
ま
す
。
大
学
の
基
本

方
針
と
い
う
大
枠
の
中
で
、
皆
さ
ん

　

全
学
の
国
際
連
携
を
大
学
の
方
針

の
下
で
行
う
た
め
の
統
合
国
際
機
構

を
設
置
。
学
長
と
し
て
私
が
全
責
任

を
負
う
覚
悟
を
持
っ
て
締
結
書
に
サ

イ
ン
し
ま
し
た
。

　

米
国
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
２
０
１
９
年
に
は
Ｉ
Ｓ

Ｐ（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
実
施
し
、
米
国
の

協
定
校
か
ら
初
め
て
学
生
と
教
員
を

招
へ
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

本
学
の
医
療
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
認
知

さ
れ
、
さ
ら
な
る
連
携
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
東
京
医
科
歯
科
大

学
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

吉
澤　

こ
う
し
て
６
年
間
の
歩
み
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
当
初
や
ろ
う

と
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き

た
、
あ
る
い
は
基
礎
は
築
く
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
を

始
め
と
す
る
Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
は
少
し

期
待
よ
り
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

上
一
番
の
心
残
り
は
、
東
京
外
国
語

大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
一
橋
大
学

に
よ
る
四
大
学
連
合
に
よ
る
取
り
組

み
で
す
。
今
以
上
に
経
営
的
自
立
が

必
要
と
な
る
我
々
国
立
大
学
が
生
き

残
る
た
め
に
も
四
大
学
連
合
を
進

め
、
新
た
な
研
究
分
野
を
創
成
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
的
で
す
。

　

私
が
何
よ
り
も
重
視
し
た
組
織
改

革
に
つ
い
て
は
、
教
育
、
研
究
、
診

療
、
情
報
、
国
際
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合

機
構
を
作
り
、
進
む
べ
き
方
向
に
続

く
道
は
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
大
が
か
り
な
組

織
改
革
を
な
し
え
た
の
は
、
愛
校
心

に
支
え
ら
れ
た
教
職
員
一
同
の
意
識

改
革
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

新
し
い
学
長
と
な
る
田
中
雄
二
郎

先
生
に
は
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
途
絶

え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
大
学
の
た
め
、

社
会
の
た
め
に
大
学
運
営
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
伸
び
伸
び
と
自
主
性
を
発
揮
し
つ

つ
、
さ
ら
に
お
互
い
を
尊
重
し
て
、

新
し
い「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の

実
現
に
教
育
・
研
究
・
診
療
・
事
務

な
ど
全
て
の
力
を
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

　

構
造
改
革
の
具
体
例
は
、
医
学
部

附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院
の
一

体
化
で
す
。
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
部

局
か
ら
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で

相
互
の
連
携
、
国
内
外
、
特
に
近
隣

の
大
学
や
病
院
、
診
療
所
と
の
交
流

を
進
め
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
全
員
参
加
で
改
革
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
継
続
勤
務
が
可
能

と
な
る
多
様
な
勤
務
体
制
の
確
保
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

職
種
、
学
歴
、
男
女
、
年
齢
を
問

わ
ず
構
成
員
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い

「
ト
ー
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の
形
を

社
会
に
提
示
で
き
る
よ
う
新
体
制
に

ご
参
画
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
ナ
と
い
っ
た
国
々
を
中
心
に
国

際
連
携
、
国
際
協
力
を
進
め
て
き
ま

し
た
。　

　

将
来
に
向
け
て
、
世
界
に
冠
た
る

医
療
系
総
合
大
学
と
し
て
の
地
位
を

確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

欧
米
諸
国
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
特
に
、
米
国
と
の
関
係
は
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
私
が
学
長
に
就

任
以
降
、
８
校
の
米
国
の
大
学
と
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
し
か
し
米
国

大
学
内
に
ブ
ラ
ン
チ
を
設
立
す
る
こ

と
は
、
ま
だ
交
渉
中
で
、
任
期
中
に

完
了
で
き
ず
残
念
で
す
。

力を合わせて地球・人類の
「トータル・ヘルスケア」の実現へ

田中雄二郎次期学長からのメッセージ

＊病院一体化に関する具体的な内容は検討中です。随時お知らせしますので続報をお待ちください。

＊


